
 

 

 

 

 

 

 

「うま年、元気に駆け出そう」 

教務部長  前田 

  

新しい年を迎え、子どもたちが登校し、学校に活気が戻ってきました。休業中の学校と比べると、

やはり子どもたちがいる学校はうれしいものです。1月は、始業式、児童生徒会役員認証式、地震

避難訓練（震災学習を含む）などの行事があります。その中で、本日行われた児童生徒会役員認

証式は、昨年 12月に実施された児童生徒会役員選挙の結果、選ばれた児童生徒を校長先生

が認証するものです。 

改めて、児童生徒会選挙当時の様子を振り返ります。立候補した児童生徒は、自分の考えや公

約をしっかりまとめ、選挙活動に取り組みました。また、それぞれの立候補者の応援演説を行った

子どもたちも頑張りました（立会演説会は、撮影した動画を視聴しました）。投票は、伊丹市選挙

管理委員会から実際に使用される投票箱を借り、全校児童生徒が行いました。こうした経験は、

自分の意見を伝える力や、他者の意見を尊重する態度を育てる大切な学びです。さらに、18歳が

成人となった現在、将来の主権者としての責任を考える第一歩につながったと思います。 

続いて、本校の教育活動に関連して、私が日頃から考えていることをご紹介します。このことは、

介護等体験の実習に参加している大学生のみなさんにも伝えている内容です。介護等体験は、現

在の制度で小学校や中学校の教員免許を取得する際に必須となっています。大学生のみなさん

が「支援とは何か」を深く考え、教育現場で生かせる力を育むことが目的です。本校で行っている

介護等体験は、2日間の日程で各学部の各クラスで実施しています。ほとんどの大学生のみなさ

んは、普段の生活の中で障害を持つ子どもたちと接する機会を持っていません。 

私は、実習中に「高齢者の支援と特別支援学校（知的障害の児童生徒）の支援の違いについ

て」という課題を提示します。大学生のみなさんは、この難しい問いにしっかり向き合い、様々な答

えを導き出しています。最後に私がまとめとして伝えることは「気持ちを尊重する」「人権に配慮す

る」「過剰な援助は本人が持つ力を奪ってしまう可能性がある」などは、高齢者の支援と特別支

援学校の支援の両方に共通しているということです。さらに、特別支援学校における支援では、児

童生徒が発達段階にあることを念頭に置くことが何より大切だということを伝えています。 

特別支援学校では「できることを増やす」ことを目指した支援が重要です。過剰な手助けを避

け、学びの機会を奪わないこと、成功体験を積ませ、自尊感情を育むことが大切です。さらに、「適

切に支援を求める力」を育てることも重視しています。「手伝ってください」「教えてください」と自

分から言えることは、将来の自立に欠かせない力だからです。 

今年も、子どもたちが多くの学びと成長を重ねる１年になることを願っています。そのために、行

事や学習活動の際には、子どもたちの挑戦を温かく見守り、励ましていただければ幸いです。ま

た、ご家庭での声掛けや生活習慣のサポートも、子どもたちの成長に大きな力となります。保護者

の皆さまのご理解とご協力を賜りながら、子どもたちの成長を支えていきたいと考えています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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